
新出単語・フレーズ （第 3回） 

日本語 品詞 英単語・フレーズ 例文 

(1) 小テスト / 簡単な試験 / クイズ 【名（可算）】 
quiz 

（複数形：quizzes） 

We had a quiz yesterday.  

（私たちには昨日小テストがありました） 

(2) 床 / フロア / 階 【名（可算）】 floor 
We are (1)on the second floor.  

（私たちは 2階にいます） 

(3) カレー（ライス） （料理名） 【名（不可算）】 curry （and rice） 
I like curry and rice.  

（私はカレーライスが好きです） 

(4) 歴史 / 史学 【名（不可算）】 history 
I like Japanese history.  

（私は日本の歴史が好きです） 

(5) 服装 / ドレス / 服を着る（着させる） 
【名（可算）】 

【動】 
dress 

What is this dress?  

（このドレスは何ですか） 

(6) 雨 / 雨が降る 
【名（不可算）】 

【動】 
(2)rain 

We had a lot of rain last year.  

（去年は雨が多かったです） 

(7) 雪 / 雪が降る 
【名（不可算）】 

【動】 
(2)snow 

It snowed yesterday.  

（昨日は雪が降りました） 

(8) 横になる / 嘘をつく / 嘘 
【動】 

（嘘＝名（可算）） 

lie 

（「横になる」の過去形：lay） 

（「嘘をつく」の過去形：lied） 

She lay (3)(down) on the bed. 

（彼女はベッドに横になりました） 

(9) 止める / 止まる / 中断する  【動】 stop 
Let’s stop here for today.  

（今日はこれでおしまいにしましょう） 

(10) （手に）持つ / 握る / 保持する /  

     （会などを）催す 
【動】 

hold 

（過去形：held） 

Please hold my hand. 

（私の手を握ってください） 

(1) 「〇〇階に」 ＝ on the 〇〇 floor （「〇〇階の床の上に乗っている」ので前置詞は on。どの建物の〇〇階なのか限定されているため the がつく） 

(2) 形容詞がつくと可算名詞になる場合もある。 

(3) 「横になる」という意味の lie では、lie down と downを足して使うこともよくある（down＝下の方へ)。 



日本語 品詞 英単語・フレーズ 
例文 

 

(11) 死ぬ /（植物などが）枯れる  【動】 die 
Steve died in 2011.  

（スティーブは 2011年に亡くなりました） 

(12) 殺す / 枯らす / 酷い苦痛を与える 【動】 kill 
Who killed her?  

（誰が彼女を殺したのですか） 

(13) 運ぶ / 運搬する 【動】 carry 
I need to carry these bags.  

（私はこれらのカバンを運ぶ必要があります） 

(14) （声をあげて）泣く 【動】 cry 
Some babies cry all the time.   

（何人かの赤ちゃんはいつも泣きます） 

(15) （何かを）言う / 述べる 【動】 (4)say 
What did you say?  

（あなたは何と言いましたか） 

(16) チェックする / 調べる / 点検する  【動】 check 
Can you check this?  

（これをチェックしてくれますか） 

(17) お金持ちの / 裕福な 【形】 rich 
He is rich.  

（彼はお金持ちです） 

(18) 貧しい / 貧乏な / 哀れな 【形】 poor 
She is not poor. 

（彼女は貧しくはないです） 

(19) （今より）～前に 【副】 (5)ago 
He came here 10 minutes ago.  

（彼は 10分前にここに来ました） 

(20) ～の間ずっと / ～の間中 【前】 during 
The store was open during the weekend. 

（お店は週末あいていました） 

(4) say＝言葉を発する   speak＝ものを言う   talk =言葉のやりとり（会話）   tell＝内容を伝える（教える） 

    「（本や新聞などに）『文』と書いてある」という場合、「（The book / The newspaper など） say(s) + 文」という形になる。 

   ＜例＞ This book says we need to eat breakfast every day. （この本には私たちは毎日朝食を食べる必要があると書いてあります） 

(5) agoは、「期間＋ago」の形で使われる。また、ago と beforeの違いは 「ago＝現在から～前に」 「before = ある時点から～前に」となる。 

     ＜例＞ We finished this an hour ago.       We finished this an hour before the meeting.  
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